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公益財団法人 福島県産業振興センター

エネルギー・エージェンシーふくしま

代表 服部靖弘
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第12回FC-Cubicオープンシンポジウム 

『ふくしまが目指す“再エネ・水素社会実現”の取り組み』

2023年12月６日
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〇「エネルギー・エージェンシーふくしま」は福島県の再生可能エネルギー・水素関連産業を国内トップ
レベルに引き上げることを目指して福島県が作った産業支援組織です。

〇 企業間ネットワークの構築、新規参入、人材育成、研究開発、事業化、販路拡大、海外展開等
の支援を一体的・総合的に実施することで、関連産業の集積を図っています。

エネルギー・エージェンシーふくしまの紹介

① 企業間のネットワーキング

約６３０社からなる研究会の運営を通じ、企業間のネットワークを構
築し、セミナー開催等による情報共有、新規参入促進を図る。

② 事業プロジェクトの創出

これまでの研究成果や大学・企業等のネットワークを有効活用し、集
中的なコーディネートにより、県内企業が参画する事業化プロジェクトの
創出を図る。

③ 販路開拓支援

『ＲＥＩＦふくしま』の開催や、展示会への出展支援等を通じ、県内
企業による再エネ関連分野における販路開拓・拡大を図る。

④ 海外連携の推進

ＮＲＷ州をはじめとした海外企業とのコーディネートを通じ、県内企業
の海外進出、外国企業の県内進出の促進を図る。

エネルギー・エージェンシー

ふくしま

大学

県内企業 県外企業

研究会

運営

ＦＲＥＡ

業務内容

再エネ産業集積のための中核的機関として、以下の業務を行う

コーディネート
共同事業

プロジェクト

ビジネス

マッチング

共同研究

プロジェクト

ネット

ワーク
構築

委託

福島県

事業プロジェクト

組成
海外展開
支援

展示会
開催

販路開拓

体制のイメージ
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出典：福島県
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１． 「再生可能エネルギー先駆けの地」
を目指す福島県の現状
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福島県は国内トップレベルの
再エネの導入と関連産業の
集積を実現しつつあります
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福島県の再生可能エネルギー導入と産業集積の目標（2012年設定）
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出典：福島県

〇２０４０年頃を目途に、県内のエネルギー需要量の１００％以上に相当する量のエネルギー
を再生可能エネルギーで生み出す
〇国内外の企業や世界最先端の研究機関が立地する一大産業集積地を実現する

再エネ推進ビジョン
２０２１年改訂版から
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福島県の再生可能エネルギーの導入状況（設備容量）

単位 MW 〇震災後、設備容量は10倍に増加
〇これまでは太陽光、バイオマスが拡大、次年度以降は風力も大幅拡大

出典：福島県
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県内の大規模太陽光発電設備（１MW以上）
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〇FIT導入容量全国５位、認定容量は２位＊

メガソーラーの導入設備容量は全国トップ

メガソーラー所在地

（30MW）

（60MW）

出典 福島県

＊2022年12月末現在

2021年5月時点
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出典：（一社）FOMアソシエーション

県内の風力発電設備と計画

国、県が主導
するWF

計 １０８基

３６０MW

最大導入可能性；約６００基、約２GW
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〇FIT導入容量全国８位、認定容量３位＊

〇国、県主導で108基の建設が進行中、
民間プロジェクトを含めると約600基の新設
計画がある ＊2022年12月末現在
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福島県再生可能エネルギー関連産業研究会のネットワーク
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エネルギー
ネットワーク

バイオマス 水素太陽光 風力

618

451
459

268

513

会員推移（団体数）

分科会登録数（2023年5月）

（加入は複数選択可）

県内企業

50%

県外…

大学等 2%

金融等 1%
官公庁 4%
団   体 8%

その他 4%

所属構成

2012年の研究会立ち上げ以降、
会員数は拡大を続け1000超に
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FC-Cubicオープンシンポジウム

２． 福島県内の水素に関する取り組み
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福島県では国の「福島新エネ社会構想」のもと、
「地域における水素サプライチェーンの構築」
が進められています
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今後の福島新エネ社会構想実現に向けた取組：水素

【具体的な取り組み】
• 複線的な水素サプライチェーンの構築を行うため、2026年度からFH2Rを活用して本格的な水素供給の開始を目
指す。このため、必要な支援策等の調査を行い、関係機関等で連携して新たな運営主体の議論を加速し、2023
年の早期に一定の方向性を得る。

• 2030年までに県内の水素ステーション20基の開所を目指し、更なる展開を推進（現在4基で2024年度ま
でに2基完成予定）。同時に、燃料電池車（FCV）・FCバスに加え、開発が進みつつあるFCトラック等の新たな
水素モビリティの導入を推進。
- 日本エア・リキードが、FCトラックに対応した日本初の24時間365日営業の大型・商用モビリティ水素ステー
ションを2024年前半に本宮市内で開所予定。
- 2022年度よりCJPT(トヨタ、いすゞ、スズキ、ダイハツ)が中心となり、GI基金を活用し、物流会社やコンビニ各
社等と連携のもとBEV車両に加え、FCV車両を使った「運行管理と一体となったエネルギーマネジメントシステム」
実証を実施。約1万t-CO2/年の排出削減を目指す。

今後、水素導入が実証段階から社会実装段階に移行するに際し、既存の資産を有効活用しつつ、福
島を地域における水素サプライチェーン構築のフロントランナーとするべく、官民連携での取組を推進。
具体的には、国内最大級の水素社会実証設備であるFH2Rの2026年度からの本格的な水素供
給開始を目指した議論の加速、水素モビリティ等の更なる導入拡大、地域モデルの形成等を促進。

FH2R 出典：NEDO

• 工場の熱需要等のゼロエミッション化に向け、水素ボイラーや水素ガスコ
ジェネ、FCフォークリフトの導入を推進。例えば、2025年度までにヒメジ理
化(田村市)における、水素による半導体産業向け石英ガラス製造用
バーナーの技術開発を進める。

• 福島県が、民間事業者、国土交通省、関係府省庁等と連携し、小名浜
港港湾脱炭素化推進計画を作成し、同計画を踏まえ、小名浜港におけ
るカーボンニュートラルポート（CNP）の形成を推進する。

出典：資源エネルギー庁 11

2023年7月12日 福島新エネ社会構想実現会議資料
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福島県の再生可能エネルギー・水素に関する目標
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○ 福島県再生可能エネルギー推進ビジョン（2012年3月改定版）

○ 同上（2021年12月改訂版）で掲げている４つの目標

新たに「水素社会実現」を目標に掲げ推進中

復興理念  原子力に依存しない安全・安心で持続的に発展可能な社会づくり

出典 福島県 12
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燃料電池モビリティ

➢ 燃料電池自動車
・令和5年8月末時点で417台が普及（東北最多）。

➢ 燃料電池バス

➢ 燃料電池トラック
・令和5年2月より、郡山市及びい
わき市を中心に60台程度を順次導

入。➢ 燃料電池移動販売車
・令和4年6月、浪江町及び双葉
町において運用を開始（世界初）。

出典：
CJPT㈱

出典：
イオン東北㈱

水素ステーション

・営業地域：福島市、浪江町
・事業者：ふくしまハイドロサプライ㈱

ふくしま移動式水素ST（稼働済）

・整備地域：いわき市
・事業者：根本通商㈱

いわき鹿島水素ST（開所済）

エネルギーPark郡山南（開所済）

・整備地域：郡山市
・事業者：佐藤燃料㈱

Dr.Driveセルフ福島北幹線店水素ST（開所済）

・整備地域：福島市
・事業者：ENEOS㈱

伊達重機水素ST（開所済）

・整備地域：浪江町
・事業者：㈱伊達重機

出典：ふくしまハイドロサプライ㈱

出典：根本通商㈱

出典：佐藤燃料㈱

エア・リキード福島本宮IC水素ST（整備中）
・整備地域：本宮市
・事業者：日本エア・リキード(同)

福島水素エネルギー研究フィールド

出典：NEDO

・世界有数の規模の水電解装置を有す
る再エネ由来水素製造実証施設。

FREA（福島再生可能エネルギー研究所）

・再エネ、水素
等に関する研
究開発を実施。

令和12年度までに定置式STを20基整備

定置式燃料電池

あづま総合運動公園（100kW)
・県が設置

Jヴィレッジ（700W）
・県が設置

道の駅なみえ（3.5kW）

いこいの村なみえ（50kW×2）、ふれ
あいセンターなみえ（50KW）、復興
事業現場事務所（8kW）

・浪江町が設置（経産省のスマコミ事業）

・㈱大林組が設置（環境省事業）

工場における水素活用に係る実証（NEDO事業）

・住友ゴム工業の白河工場にて、水素を活用し
たタイヤの製造に関する実証事業を実施中。

そうまIHIグリーンエネルギーセンター

・水素等に関する
研究開発を実施。

出典：㈱IHI

一部FH2Rで製造された水素を利用して稼働

➢福島市水素社会実現推進協議会

➢ いわき水素エネルギー利活用研究会

➢郡山市水素利活用推進研究会

地域の動き等

⇒市町村単位でも水素社会実現に向けた取組が活発

➢なみえ水素タウン構想
いわきバッテリーバレー構想

➢カーボンニュートラルポート（CNP）

⇒小名浜港のCNの実現に向けて関係者で協議中

➢ 福島県における水素社会のモデル構築に向けた産学官
連携会議
⇒国や関係事業者等と、福島県内における水素利活用の更
なる拡大、水素関連産業の育成・集積に向けた検討を進
めている
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福島県における水素の普及状況等

（NEDO事業）

＜あづま 燃料電池＞

出典：FREA

＜そうまラボ＞

出典：㈱伊達重機

・燃料電池を搭載した大型モビリティ
への大流量水素充填技術や大流量水
素計量技術に関する技術開発を実施。

福島水素充填技術研究センター

（NEDO事業）

出典：NEDO

FH2Rの北に立地

工場における水素活用等に関する実証（NEDO事業）

・デンソ―福島の工場にて、水電解装置の設置、ガス
炉における水素の活用等に関する実証事業を実施中。

・新設される予定のヒメジ理化の工場に水電解装置が設
置され、発生する水素及び酸素がガラス製品製造に使
用される予定。

➢ 燃料電池キッチンカー
・令和5年3月、郡山市を拠点に
県内での運用開始。

出典：

郡山観光交通㈱

➢ 燃料電池スクールバス
・令和5年4月、浪江町において
運用開始（国内初）。

・令和2年4月より、いわき市において、東北初となる営業
路線運行開始済。

・令和5年4月より、福島駅東口～川俣高校前の路線で、県
内2台目の営業路線運行運行開始済。

出典：
浪江町

令和５年10月
福島県

➢ 燃料電池営業バン
・令和5年5月、いわき市におい
て運用開始（国内初）。

出典：
エナジア
㈱

5 (株)TTK鹿島営業所（50kW）

・㈱ミライト・ワンが設置

5

13出典 福島県
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県有施設等への定置式燃料電池の設置

○「あづま総合運動公園」と「Jヴィレッジ」に県が設置した純水素定置式
燃料電池（100kW・700W）が2020年6月29日より稼働を開始。

○ NEDOとの協定に基づき「福島水素エネルギー研究フィールド」
（FH2R）でつくられた県産水素を活用。

あづま総合運動公園 燃料電池（100kW） Jヴィレッジ 燃料電池（700W）

定格出力：100kW

一般家庭約100世帯
の電力需要に相当

定格出力：700W

一般家庭約1世帯
の電力需要に相当

水素トレーラーにより
月に2回程度、水素
を搬入

水素カードルにより月
に1回程度、水素を
搬入

▲水素カードル（ボンベの集合体）▲水素の調達先等を表示する
デジタルサイネージ

▲福島県とNEDOによる協定締結式
                     （2020年6月19日）

福島県の取り組み

出典：福島県
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トヨタ自動車㈱と連携した「水素を活用した未来のまちづくり」

⚫ 令和３年６月、トヨタ自動車及び各参画パートナーとともに、水素を活用した新たな未来の
まちづくりに向けた検討を開始。

⚫ 30万都市をフィールドに、コネクティッド技術を活用したＦＣトラックの導入を推進するほか、
県内各地域のニーズや困り事への対応としてのＦＣのキッチンカーやドクターカー等の運用、
店舗や工場で水素を活用することによるサプライチェーン全体での脱炭素化等に取り組ん
でいく。

ＦＣトラックの導入・運用のイメージ 参画パートナー等（令和3年6月4日時点）

アサヒグループホールディングス株式会社

イオン株式会社

いすゞ株式会社

佐藤燃料株式会社

株式会社セブン‐イレブン・ジャパン

株式会社デンソー福島

根本通商株式会社

日野自動車株式会社

株式会社ファミリーマート

株式会社マルト

株式会社ヨークベニマル

株式会社ローソン

国立研究開発法人 産業技術総合研究所 
福島再生可能エネルギー研究所 再生可能エネルギー研究センター

国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構（関係機関）

※出典：トヨタ自動車

福島県の取り組み

※出典：福島県
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トヨタ自動車：マルチパーパスFCEVの活用

NEDO
水素社会構築
技術開発事業

出典：NEDO

企業の取り組み
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水素STの整備状況

：開所済み
：整備中

福島市

郡山市

出典：根本通商(株)

ふくしま移動式水素ステー
ション

（令和4年5月運用開始）
※平成30年3月に福島市・郡山市にて運

用を開始。
定置式の整備に合わせて営業拠点を
変更したもの。

いわき鹿島水素ステーション
（平成31年3月開所）

いわき 市

浪江町エネルギーPark郡山南
（令和4年2月開所）

整備目標：
2030年度 20基

出典：ふくしまハイドロサプライ(株)

出典：根本通商(株)

出典：佐藤燃料（株）

定置式

移動式

本宮市

出典：㈱伊達重機

浪江水素ステーション
（令和4年12月開所）

Dr.Driveセルフ福島北幹線
（令和5年3月開所）

出典：(一社）次世代自動車振興センター

エア・リキード本宮インターチェ
ンジ水素ステーション
（令和6年前半開所予定）

※国内初の24時間365日営業

福島県の取り組み

＊ いわき市～郡山市間ではFCトラックによる配送が始まり
（順次60台まで拡大）両地域のステーションは国内で最大級
の充填量を実現している

＊

＊

出典：福島県（一部加工）

現在５基が稼働、
１基が整備中

17
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㈱IHI そうまIHIグリーンエネルギーセンター
県内企業の取り組み

出典； ㈱IHI
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デンソー：オンサイトP2Gによる工場脱炭素化

NEDO
水素社会構築
技術開発事業

出典：NEDO

県内企業の取り組み
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住友ゴム工業：水素ボイラー実証事業

NEDO
水素社会構築
技術開発事業

出典：NEDO

県内企業の取り組み
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ヒメジ理化：オンサイトP2Gによるグリーンガラス製造

NEDO
水素社会構築
技術開発事業

出典：NEDO

県内企業の取り組み
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福島県はヨーロッパの先進地域とも連携しています

海外の再エネ・水素先進4地域、１研究機関との経済交流を推進

出典：福島県

ドイツ・NRW州、ハンブルク州、スペイン・バスク州はいずれも１００MW級水電解プロジェクトを推進中
福島県が主催する再エネ展示会REIFにはこれらの地域の企業が出展します。

22



FC-Cubicオープンシンポジウム

Copyright Ⓒ  Fukushima Center For  Industrial Promotion “Energy Agency. FUKUSHIMA” All Right Reserved 

作成 福島県庁 次世代産業課

23
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再生可能エネルギー関連産業推進研究会

24

〇 県内及び全国の企業、大学等を会員とし、ネットワークの形成、共同研究の検討
など、関連産業集積に向けた情報共有、発信を行う。（2012.7.26設立）

〇 本研究会の活動を通じて、先進的取り組みの情報共有とネットワークづくりを進めて
います。

エネルギー・エージェンシーふくしまの取り組み

水素セミナー 先進地視察

デンソー福島様

住友ゴム工業様
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研究会の事業化ワーキンググループ活動；地域における産業創出

25

2022年5月発足

「チームやぶき」

部品製造、機器組立、工事、メンテナンス
等の受注を目指して矢吹町の８社が
ワーキンググループを結成

これまで県内には水素分野のものづくり
企業は殆どいなかった

県外企業からの商談を求む！
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みなさまへのお願い
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●福島県の再エネ・水素ネットワークにご加入ください。
福島県の再エネ研究会はどなたでもご加入（会費無料）頂けます。

 福島県内の活動の情報が得られます。

●そして、福島県内での研究開発、実証、事業化にご参加ください。
残念ながら、県内には水素分野でコア技術を持つ企業はまだわずかしかありません。

県外企業の皆様に福島に来て頂き、地元企業の事業参入をご支援頂きたいのです。
（私達が地域のパートナーをご紹介させて頂きます。）

福島県再生可能エネルギー関連産業推進研究会の お申し込みはこちらへ

☞ https://energy-agency-fukushima.com/missions/admission/ 
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ご清聴ありがとうございました

27

ふくしまは“再エネ・水素社会の実現”に挑戦します！
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